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専門はフランス文学、地域文化研究。1951年東京生まれ。1975年東京大学法学部卒業。パリ第四
大学修士課程修了後、1980年東京大学大学院人文科学研究科修士課程修了。東京大学大学院総
合文化研究科長・教養学部長などを経て2015年より現職。
著書には『ロートレアモン　越境と創造』（2008年、芸術選奨文部科学大臣賞受賞）『フランス的思
考』（2010年）『大人になるためのリベラルアーツ』（共著、東京大学出版会 2016年）など。また、フラ
ンスの著名な社会学者ピエール・ブルデューの『ディスタンクシオン　社会的判断力批判』(1990）の
翻訳でも知られる。その他、著書、翻訳書多数。2015年3月東大教養学部長として述べた学位記伝
達式の式辞は、情報化時代の真の教養について問いかけ、ネットを中心に大きな話題となる。2018
年には英語民間試験活用について検証する東大のワーキング・グループの座長を務め、大学入試改
革のあり方に一石を投じるなど、大学教育のエキスパートとして様々な政策提言も行っている。
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講 師

東京大学理事・副学長
東京大学名誉教授

石井 洋二郎

◆講師プロフィール

2019年1月25日㈮18：00～20：002019年1月25日㈮18：00～20：00開催日時

開催場所

講演内容

「即戦力」として社会で活躍できる人材の養成は大
学の重要な使命のひとつであるが、そのためには
学生にただ実践的な知識や技能を習得させるだけ
でなく、成熟した市民としての「教養」も同時に身に
つけさせることが不可欠である。だが、本当の教養
とはいったい何だろうか。それは単に幅広い知識
をもっているだけでなく、さまざまな課題に直面し
たときにそれらの知識をたがいに関連づけ、適切
な解決を見出すために応用できる能力にほかなら
ない。ではそうした能力を獲得させるために、大学
はどのような授業を提供すればいいのだろうか。い
わゆる「後期教養教育」の意義と可能性をはじめ、
グローバル化と情報化がすすむ今日、大学に求め
られる「真の教養教育」について考える。
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阪南大学「後期教養教育」
開設記念講演会

後期教養教育の意義と可能性



【個人情報の取扱いについて】この申込書において知り得た個人情報はこの講座、または本学からのご案内に関すること以外に利用いたしません。
ただし、個人情報の保護に関する法律（平成15年5月30日法律第53号）の適用がある場合にはこの限りではありません。

阪南大学あべのハルカスキャンパス公開講座係
〒545-6023 大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43 あべのハルカス23階

問い合わせ先

TEL.06-6654-5570
e-mail： harukas@office.hannan-u.ac.jp　URL： http://www.hannan-u.ac.jp/

〈申込方法〉

会場の駐車場は利用出来
ませんので公共交通機関
をご利用ください。

事前に参加申込が必要になります。 
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住　　所　

電話番号 FAX
e-mail

〒　　　　-

郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・電話番号をご記入のうえ、FAXまたはe-mailのいずれかでお申し込みください。
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低層用エレーベーターを
ご利用いただき23Fまで
お上がりください。

※定員になり次第締め切らせていただきます。

参加申込書 FAX.06-6654-5580
講座のお申し込みはFAX
またはE-mailでお願いします

阪南大学の後期教養教育と次世代型実学教育阪南大学の後期教養教育と次世代型実学教育

E-mail  harukas@office.hannan-u.ac.jp

阪南大学長
田上 博司

阪南大学はこれまで即戦力人材を育成する実
学教育を標榜してきました。しかし、AIや IoTが
人間の思考や労働を代替する近未来社会を考
えると、即戦力教育だけでは、真に社会に役立
つ人材の輩出が困難になることが予想されま
す。これを補い、社会の激しい変化に対応して
いくことのできる人材を育てる教育、それは広
い意味で教養教育にあるといえましょう。つま
り、これからの実学教育は教養教育を包含する
ものでなければなりません。
そのため本学では、人間社会に興味や疑問を
より大きく感じ始める３・４回生を対象に、さら
なる興味を喚起するような触発型の講義を配

当した後期教養教育を行います。それによっ
て、大学卒業後も世の事象に対して好奇心を
持ち、常に学びたいと思う人材の育成を目指し
ます。本学の特色であるキャリア志向型即戦力
教育と、学部の垣根を越える副専攻制、そこに
この後期教養教育を融合させた総合教育体制
が阪南大学の次世代型実学教育です。
この講座では、いち早く後期教養教育の意義
に着目され実践しておられる東京大学の理事・
副学長、石井洋二郎先生をお迎えして、今大学
に求められている真の教養教育についてお話
を伺いたいと思います。

学長からのご挨拶


